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みんな同じみんな同じ  TsubameTsubame 市民として市民として

共に暮らすために共に暮らすために

多多文化共生文化共生
を考えるを考える

　燕市で生活を送る外国人の数は、年々増加しています。
外国人の皆さんは一体どのような経緯で日本にやってき
て、どのような生活をしているのでしょうか。
　今後、より身近になる「多文化共生」について、まず
は燕市に暮らす外国人の皆さんについて知るところから
はじめてみませんか。

外
国
人
の
増
加
、多
様
化
す
る
燕

　

現
在
、
燕
市
に
は
６
５
６
人
の
外
国
人

が
暮
ら
し
て
い
ま
す
（
４
月
末
時
点
）。ま

た
、
そ
の
数
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

国
籍
別
で
み
る
と
、
ベ
ト
ナ
ム
・
中
国
・

フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
の
ア
ジ
ア
の
国
々
を
中

心
に
、
世
界
27
の
国
・
地
域
と
国
籍
も
多
様

化
し
て
い
ま
す
。

　

外
国
人
の
増
加
は
、
日
本
で
深
刻
化
し

て
い
る
人
口
減
少
、そ
れ
に
伴
う
人
手
不

足
解
消
や
専
門
的
人
材
の
確
保
に
つ
な
が

る
反
面
、地
域
住
民
と
外
国
人
と
の
接
点

が
増
え
る
こ
と
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
発
生
の

原
因
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。互
い
の
文
化

や
習
慣
を
理
解
し
合
い
、共
に
燕
市
で
気

持
ち
よ
く
生
活
を
し
て
い
く
う
え
で
、今

後
は
ま
す
ま
す
「
多
文
化
共
生
」
を
考
え

る
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

そ
も
そ
も「
多
文
化
共
生
」っ
て
？

　　
多
文
化
共
生
と
は
、「
国
籍
や
民
族
な
ど

の
異
な
る
人
々
が
、
互
い
に
文
化
や
習
慣
の

違
い
を
認
め
合
い
、 

対
等
な
関
係
を
築
こ
う

と
し
な
が
ら
、
共
に
生
き
て
い
く
こ
と
」
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
文
化
や
習
慣
の
異
な
る

人
が
同
じ
地
域
で
暮
ら
し
て
い
る
と
、
さ
ま

ざ
ま
な
悩
み
や
ギ
ャ
ッ
プ
が
生
ま
れ
ま
す
。

そ
の
解
消
の
た
め
に
も
、
実
際
に
「
外
国
出

身
者
の
声
」「
外
国
人
を
知
る
人
の
声
」
を

聞
い
て
み
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
は
「
知
る
」
こ

と
か
ら
「
多
文
化
共
生
」
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。
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中国

71
フィリピン

燕市内の外国人数

そのギャップを埋める考え方が「多文化共生」

　そのために、

①外国出身者の声
②外国人を知る人の声

を聞いてみましょう

問合せ　地域振興課 協働推進係 ☎︎ 0256・77・8361
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韓国

日本人のホンネ 外国人のホンネ

話しかけていいの？

普段は何を
しているの？

何を考えているのか
わからない・・・

母国では
当たり前だったのに・・・

気持ちがうまく

伝えられない
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大好きな
故郷のご飯!!

い
た
だ
き
ま
す
！

【その他の国】
・マレーシア
・タイ　　　
・ミャンマー　　　
・ネパール
・スリランカ　　
・イギリス
・アメリカ　　　
・ブラジル      など　

275
ベトナム

燕市在住外国人の出身国と人数

年々増加！

市内にある外国人共同宿舎「かがやき」で
生活するベトナム・ネパール出身の皆さ
ん。故郷の料理を食べている夕食の時間に
伺いました。

人
人

人

人
人

ベ
トナムのフォ

ー

ベ
ト

ナ
ムのエビと豚肉

炒
め

ネパールのカレー

ギャップや
勘違いが

トラブルの原因に



　燕市で暮らす外国人には、かんたんな日本語であ
れば分かるという人も多くいます。ぜひ相手に配慮
した「やさしい日本語」で伝えてみてください。

外国人とのコミュニケーションに役立つ

「やさしい日本語」

Let's Try

①出身はどちらですか？

②土足厳禁

③直ちに避難してください

①どこの国
くに

から来
き

ましたか？

②靴
くつ

を脱
ぬ

いでください

③早
はや

く逃
に

げてください

・かんたんな単語を使う
・一文を短くする
・漢字にはふりがなをふる
　　　　　　　　　 など

ポイント

いちばん大切なのは伝えようという気持ち
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①ご出身のスリランカについて教えてください！
　スリランカはインドの南側に位置する島国です。気候は１年中暖かく、
その形から「インドのパール」や「涙の形」と呼ばれています。

③燕市での生活で困ったことや苦労したことはありますか？
　最初は全く日本語が分からなかったですし、慣れない生活習慣にも苦
労しました。それでも地域の人たちはとても優しく、言葉を教えてくれ
たり、仕事を紹介してくれたりしました。ときには、私のことを考えて
叱ってくれる友人もいてとてもありがたいと思っています。

②初めて燕市に来た時の印象は？
　田んぼの中に街が広がる風景が、故郷のスリランカにはなかったので
不思議に思ったことを覚えています。また、初めて雪を見た時は「とて
も綺麗だな」と感動しました。今は雪が降ると雪かきで大変だけど（笑）。

④コミュニケーションのコツは？
　互いの言葉がわからなくても、ニコニコと微笑んでくれたりしてくれる
と外国人はとても安心すると思います。日本人特有の遠慮するという考え
方だけでは、外国人には伝わらないことが多いかもしれません。

①ご出身のベトナムについて教えてください！
　ベトナムはインドシナ半島に位置する南北に長い国で、国の形や人口
規模も日本と似ているなど何かと共通点のある国です。

③燕市での生活で困ったことや苦労したことはありますか？　
　ベトナムとの違いで少し戸惑ったのは、地域の人との関係性です。ベ
トナムではご近所さん同士は家族のような関係で、自由に互いの家を行
き来をしています。日本の皆さんは、相手への気遣いや礼儀を欠かさな
いので、その違いに慣れるまで大変でした。

②燕市に来たきっかけは？
　ベトナムの高校で世界の国々を勉強する中で、ベトナムと共通点の多
い日本に興味を持ちました。その後、日本語学校への留学を経て、新潟
大学を卒業後、縁あって現在の企業に就職しました。

④コミュニケーションのコツは？
　日本に来る外国人の皆さんは、日本が好き、興味があるという人がほ
とんどです。外国人だからと構えず、自然体で接してもらえるとすぐに
仲良くなれると思います。

　　アオザイ 　

「アオザイ」は学生の入学式や卒業式などの行事の
際や冠婚葬祭などで着用する民族衣装です。伝統的
な衣装でありながらデザインの多様化も進んでお
り、ベトナムの国花である「蓮」が咲く時期には、ア
オザイを着て写真撮影する人も多くいるそうです。

深
ふか

澤
さわ

 サンディア さん

スリランカ出身。月に１度カレー
作り教室を開催するなど、故郷の
味を広めながら積極的に地域との
交流を行っている。

   　カレー  

スリランカでは、カレーは 1 日３食・ほぼ毎日食
べる「国民食」。１つのお皿に数種類のカレーとサ
ラダを盛り付けます。数十種類使われるスパイスに
は、発汗作用によるデトックス効果や気温の高い地
域でも料理が傷まないようにする効果があります。

外国出身者の声interview ①
　実際に外国出身者の人たちは、燕市のことや母国との違いについ
てどのように感じているのでしょうか。外国出身で市内で生活する
２人にお話を伺いました。

黎
れい

 映
あかり

 （チャン ティ ゴック アン）さん

ベトナム出身。市内企業のゴトウ熔接
に就職して９年目を迎える。堪能な日
本語を生かし、社内では多数の外国人
をサポートする役割を担っている。２
年前に日本国籍を取得。

インド

　５月５日に宮町商店街で、「つばめベトナ
ムフェス」が開催されました。「市内に住む
ベトナム出身の人たちと仲良くなりたい」と
市内有志の皆さんが企画。重りのついたシャ
トルを足で蹴り合う「ダーカウ」の体験やベ
トナムのサンドイッチ「バインミー」の屋台
も出店し、会場は活気に溢れました。

PICK UP 初開催！ つばめベトナムフェスで異文化を体験

▲バインミーの屋台
◀︎ダーカウ体験の様子

◀︎ダーカウのシャトル（羽）

 サンディアさんが紹介するスリランカの文化！ 黎さんが紹介するベトナムの文化！

ベトナム

人口
約 9,900 万人

公用語
ベトナム語

スリランカ

人口
約 2,200 万人

公用語
シンハラ語・タミル語

中国
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ー
外
国
人
実
習
生
を
受
け
入
れ
た
き
っ
か

け
と
仕
事
ぶ
り
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　
私
ど
も
の
会
社
で
は
現
在
、
ベ
ト
ナ
ム

人
３
人
・
ネ
パ
ー
ル
人
２
人
が
外
国
人
実

習
生
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。
も
と
も
と

４
年
ほ
ど
前
か
ら
職
人
の
人
材
不
足
を
理

由
に
受
け
入
れ
を
は
じ
め
ま
し
た
。

　

彼
ら
を
見
て
率
直
に
思
う
の
は
「
仕
事

に
対
す
る
意
欲
が
高
い
」
こ
と
で
す
。
仕

事
を
し
て
賃
金
を
得
て
い
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
仕
事
以
外
の
時
間
に
も
自

主
的
に
学
ん
で
技
術
の
習
得
を
目
指
す
姿

に
感
心
し
て
い
ま
す
。

ー
外
国
人
共
同
宿
舎
の
開
設
の
経
緯
や
実
際

の
暮
ら
し
ぶ
り
は
い
か
が
で
す
か

　

外
国
人
共
同
宿
舎
「
か
が
や
き
」
は
、

燕
に
住
む
外
国
人
実
習
生
の
住
居
の
確
保

が
難
し
い
と
い
う
問
題
を
解
決
す
る
た
め

に
開
設
し
ま
し
た
。
実
際
に
市
内
の
企
業

か
ら
問
い
合
わ
せ
も
増
え
て
お
り
、
実
習

生
受
け
入
れ
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る
役
割

と
し
て
期
待
を
し
て
い
ま
す
。

ー
お
二
人
の
活
動
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

ー
隆
貴
さ
ん　
燕
市
国
際
交
流
協
会
が
主

催
す
る
「
外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
講

座
」
の
講
師
や
、
妻
と
二
人
で
市
内
の
学

校
で
中
国
人
の
お
子
さ
ん
の
日
本
語
指
導

と
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
多

く
の
仲
間
・
関
係
者
の
協
力
と
支
援
が
あ

る
か
ら
こ
そ
で
き
る
活
動
で
す
。

ー
玉
　
さ
ん　

公
民
館
で
の
中
国
語
教

室
、
企
業
の
通
訳
・
翻
訳
、
夫
の
日
本
語

教
育
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
の
ほ
か
、
外
国
出

身
の
皆
さ
ん
の
相
談
を
受
け
る
こ
と
も
多

い
で
す
ね
。

ー
交
流
す
る
中
で
意
識
し
て
い
る
こ
と
は

あ
り
ま
す
か

ー
隆
貴
さ
ん　
私
が
外
国
人
の
皆
さ
ん
と

日
本
語
の
勉
強
を
す
る
と
き
は
、
親
し
み

や
す
さ
と
、笑
い
を
取
り
入
れ
「
心
を
解

き
ほ
ぐ
す
」こ
と
を
意
識
し
て
い
ま
す
。ま

た
、
一
方
的
に
日
本
語
を
教
え
る
の
で
は

な
く
、
互
い
に
学
び
合
い
交
流
す
る
こ
と

で
、
私
自
身
も
外
国
人
の
皆
さ
ん
か
ら
多

　

一
方
で
、
ご
み
の
分
別
や
生
活
音
な

ど
、
地
域
の
人
に
注
意
を
受
け
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
た
だ
、
本
人
た
ち
は
悪
気

が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、日
本
の
生
活
マ

ナ
ー
を
理
解
し
て
も
ら
い
、
習
慣
化
で
き

る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
、
今
で
は

見
違
え
る
ほ
ど
改
善
が
で
き
て
い
ま
す
。

　
ー
仕
事
面
以
外
で
、
外
国
人
実
習
生
と
の
交

流
は
あ
り
ま
す
か

　
休
日
に
は
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
積
極
的
に

企
画
し
、
社
員
全
員
で
の
交
流
を
図
っ
て

い
ま
す
。「
外
国
人
は
怖
い
」
と
い
う
印
象

が
あ
る
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、社

員
と
の
交
流
会
の
中
で
、
初
対
面
の
小
さ

な
子
ど
も
た
ち
と
も
優
し
く
触
れ
合
っ
て

い
る
姿
は
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。
彼
ら

は
私
生
活
の
中
で
も
日
本
の
文
化
に
興
味

を
持
ち
、
積
極
的
に
学
ぼ
う
と
い
う
姿
勢

も
感
じ
ま
す
。
縁
が
あ
っ
て
燕
市
に
や
っ

て
来
て
く
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
楽
し
み
や

交
流
の
機
会
を
で
き
る
だ
け
つ
く
っ
て
あ

げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

燕
に
暮
ら
す

　
外
国
人
実
習
生
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

外
国
人
を
知
る
人
の
声

▲外国人共同宿舎「かがやき」
現在、市内２社で働く８人の
実習生が生活を行っている（杉
名地内）。

く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。

ー
玉
　
さ
ん　
私
は
約
20
年
前
に
中
国
か

ら
来
日
し
ま
し
た
。
私
自
身
が
外
国
出
身

と
い
う
こ
と
で
、
皆
さ
ん
の
抱
え
る
悩
み

や
ス
ト
レ
ス
の
多
く
を
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。そ
ん
な
苦
労
を
一
人
で
抱
え

込
ま
な
い
よ
う
日
々
の
交
流
の
中
で
も
気

を
配
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

ー
今
後
「
多
文
化
共
生
」
の
考
え
方
を
深

め
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
は

ー
隆
貴
さ
ん　
長
年
、
外
国
人
の
皆
さ
ん

と
交
流
を
し
て
い
ま
す
が
、や
は
り
「
多

文
化
共
生
」は
難
し
い
テ
ー
マ
で
あ
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。
文
化
も
習
慣
も
言
葉
も

違
う
人
同
士
が
分
か
り
合
い
、
心
を
開
く

こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
初
め
の
う
ち
は
す
れ
違
い
が
ち

な
気
持
ち
も
、
付
き
合
い
を
重
ね
る
こ
と

で
、お
互
い
に
相
手
の
言
葉
や
行
為
を「
良

い
意
味
」に
受
け
取
り
、
気
持
ち
を
通
じ

合
わ
せ
る
こ
と
も
で
き
る
は
ず
で
す
。

ー
玉
　
さ
ん
　
確
か
に「
郷
に
入
っ
て
は

郷
に
従
え
」
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。た
だ
、

「
生
活
習
慣
」
は
徐
々
に
慣
れ
て
き
ま
す

が
、「
食
生
活
」
は
な
か
な
か
変
え
ら
れ

な
い
の
が
実
体
験
で
す
。小
さ
い
頃
か
ら

食
べ
慣
れ
て
き
た
故
郷
の
味
や
食
べ
方
は

ど
こ
の
国
に
行
っ
て
も
忘
れ
ら
れ
な
い
も

の
で
す
。
日
本
の
皆
さ
ん
か
ら
す
る
と
、

素
材
や
調
理
方
法
、
に
お
い
な
ど
に
違
和

感
を
覚
え
る
部
分
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、頭
ご
な
し
に
否
定
す
る
の
で
は
な

く
、
相
手
の
文
化
に
関
心
を
持
ち
理
解
し

て
み
る
こ
と
が
大
事
な
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。「
違
い
」
を
否
定
し
な
い
こ
と

が「
多
文
化
共
生
」の
第
一
歩
だ
と
考
え
ま
す
。

ー
市
民
の
皆
さ
ん
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願

い
し
ま
す

ー
玉
　
さ
ん
　
私
は
日
本
に
来
て
か
ら
、

出
来
る
だ
け
た
く
さ
ん
の
日
本
の
皆
さ
ん

と
積
極
的
に
交
流
す
る
よ
う
に
心
が
け
て

き
ま
し
た
し
、
夫
も
そ
う
い
っ
た
機
会
を

つ
く
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ

で
、
日
本
語
の
上
達
だ
け
で
な
く
、習
慣

や
振
る
舞
い
方
も
自
然
と
身
に
付
い
て
き

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
現
在
、日
本
に
来

て
日
の
浅
い
外
国
出
身
者
に
と
っ
て
も
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
が
非
常
に
大
き

な
財
産
と
な
る
は
ず
で
す
。

ー
隆
貴
さ
ん
　
以
前
と
比
べ
る
と
、
た
く

さ
ん
の
外
国
人
の
皆
さ
ん
が
燕
市
に
い
ま

す
。
そ
う
し
た
中
で
接
す
る
機
会
の
少
な

さ
も
あ
り
、「
外
国
人
」と
い
う
だ
け
で
心

を
閉
ざ
し
た
り
毛
嫌
い
す
る
人
が
い
る
こ

と
も
否
定
で
き
ま
せ
ん
。そ
の
人
の
「
国
」

で
は
な
く
「
個
人
」に
目
を
向
け
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。外
国
人
の
皆
さ
ん
と
の

交
流
は
、
自
身
の
視
野
を
広
げ
、
発
想
を

豊
か
に
し
て
く
れ
る
も
の
と
も
言
え
ま

す
。ぜ
ひ
、
機
会
を
み
て
地
域
の
交
流
会

な
ど
に
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
き
っ

と
新
た
な
出
会
い
が
あ
り
、
交
流
の
き
っ

か
け
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

「国」ではなく
　　その人「個人」を見てほしい

南
なん

波
ば

 隆
たか

貴
き

 さん（写真右）

南波 玉　 さん（写真左）

外国人を対象に日本語教育を行う
ほか、私生活の相談を受けるなど、
夫婦二人三脚で外国人と日本人の
橋渡しも行っている

井
いの

上
うえ

 康
やす

広
ひろ

 さん
輝
き

匠
しょう

株式会社　代表取締役　

外国人実習生の積極的な受け入れ
のほか、外国人共同宿舎「かがや
き」を開設し、燕で生活する外国
人のサポートに力を注いでいる

　「カタログポケット」とは、スマートフォンやタブレットか
ら「広報つばめ」などを閲覧できるサービスです。自動翻訳機
能・読み上げ機能で 10 の言語で読むことができます。市民の
皆さんも外国語の勉強として活用してみては！

ios

android

interview
②

ー
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　
今
後
、彼
ら
の
よ
う
な
外
国
人
材
は
、
人

手
不
足
が
進
む
燕
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い

存
在
に
な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。機
械
で
は

カ
バ
ー
で
き
な
い
、人
の
技
術
が
必
要
な
分

野
に
と
っ
て
、必
ず
通
用
す
る
人
材
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。そ
ん
な
彼
ら
に
、燕
に
来
て

良
か
っ
た
と
思
っ
て
も
ら
う
た
め
に
も
、技

術
習
得
の
手
助
け
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
の

皆
さ
ん
と
の
交
流
も
積
極
的
に
行
い
、公

私
共
に
充
実
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【配信中のコンテンツ】
・広報つばめ
・洪水、土砂災害ハザードマップ
・外国出身者向け
   燕市生活ガイドブック 　など

誰でも手軽に
楽しめる！

カタログポケットを使ってみませんか

つばめ多文化交流会に参加しませんか！

　市と燕市国際交流協会では、外国人
の皆さんとの触れ合いを通して、他の
国の文化や習慣を体験できる交流会を
開催しています。開催の詳細について
は、市ホームページまたは、「広報つば
め」でお知らせします。

▲ 以 前 の 交 流 会 で バ ン
ブーダンスを楽しむ様子

ユイピン


